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村をいつまでも美しく
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千早赤阪村役場 ……☎� 0081

小吹台連絡所   ……☎� 7600

防災行政無線テレホンガイド

　　　　　　　……☎� 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

・教育課 ……………☎� 1300

村立郷土資料館……☎� 1588

B ＆ G海洋センター …☎� 7183

学校給食センター ……☎� 1112

いきいきサロン

・やまゆり …………☎� 7005

・くすのき …………☎� 1705

保健センター

・健康福祉課 ………☎� 0069

・村国保診療所  ……☎� 0038

・村社会福祉協議会  …☎� 0294

金剛山ロープウェイ

・千早駅  …………☎� 0128

村営宿泊施設

・香楠荘  …………☎� 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署  ………☎� 1755

※各施設の休館日については

　お問い合わせください。

村
か
ら
の

　
　
お
し
ら
せ

公共施設のごあんない

 

ご　
　
　

み 

ご
み
シ
ー
ル
を
配
付
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
用
の
無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
３

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ル
は
、
平
成
30
年
３
月
末
日
ま

で
の
２
年
間
使
用
で
き
ま
す
。
シ
ー
ル
が
届

い
た
ら
、
す
ぐ
に
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
勉
べ
ん
き
ょ
う強

し
ま
せ

ん
か
（
生せ
い
と
ぼ
し
ゅ
う

徒
募
集
）

 

教　
　
　

育 
受
診
し
ま
し
た
か
？
特
定
健
診

 

保　
　
　

険 

 

衛　
　
　

生

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ

じ
ょ
う情

で
小し

ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
や
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
業
で
き
な
か
っ
た
人ひ

と

、
実じ

っ
し
つ
て
き

質
的
に
十

じ
ゅ
う
ぶ
ん分

な
教き
ょ
う
い
く育
を
受う

け
ら
れ
な
い
ま
ま
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を

卒そ
つ
ぎ
ょ
う

業
し
た
人ひ

と

、
夜や

か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
い
っ
し
ょ
に

勉べ
ん
き
ょ
う

強
し
ま
し
ょ
う
。

　

平へ
い
せ
い成

28
年ね

ん
ど度
の
入に

ゅ
う
が
く
う
け
つ
け

学
受
付
は
４
月が

つ

28
日に

ち

（
木も

く

）
ま
で
で
す
。
た
だ
し
学が

っ
こ
う校

の
休

き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日

（
土ど

・
日に

ち

・
祝し

ゅ
く）
は
除の

ぞ

き
ま
す
。

　

ひ
ら
が
な
か
ら
勉べ

ん
き
ょ
う強で
き
ま
す
。

　

４
月が

つ

１
日に

ち

現げ
ん
ざ
い在

で
、
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ

つ
ぎ
ょ
う業し

て

い
な
い
、
ま
た
は
、
実じ

っ
し
つ
て
き

質
的
に
十じ

ゅ
う
ぶ
ん分な
教

き
ょ
う
い
く育

を
受う

け
ら
れ
な
い
ま
ま
中ち

ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒そ

つ
ぎ
ょ
う業

し

た
、
15
歳さ

い
い
じ
ょ
う

以
上
の
人ひ

と

が
入に

ゅ
う
が
く学で
き
ま
す
。

　

授
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

大お
お
さ
か
ふ

阪
府
に
住す

ん
で
い
る
人ひ

と

が
入に

ゅ
う
が
く学で

き
ま

す
。

　

外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ

と

も
入に

ゅ
う
が
く学で

き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74

歳
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
特
定
健
診

が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
３
月
31
日
（
木
）
ま

で
で
す
（
３
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人

を
除
く
）。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
保
険
給
付
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

保
険
給
付
事
業
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期

限
内
に
お
忘
れ
な
く
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

・
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

し
尿
く
み
取
り
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

く
み
取
り
人
数
の
増
減
や
便
槽
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
収
集
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）
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平
成
27
年
度
第
1
号
介
護
保
険
料
の
第
12
期
（
3
月
分
）
の
納
期
限
は
、
3
月
31
日
（
木
）
で
す
。

口
座
振
替
は  

3
月
25
日
（
金
）
で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

平
成
28
年
度
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
」
が
始
ま
り
ま
す
！

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
村
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
水
道
料
金
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
コ
ン

ビ
ニ
収
納
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納
付

で
き
、
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
金
融
機
関
や
役
場
窓
口
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

○
納
付
で
き
る
税
金
お
よ
び
料
金

　

村
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

　

国
民
健
康
保
険
料

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

○
使
用
で
き
な
い
納
付
書
に
つ
い
て

・
１
枚
の
納
付
書
の
合
計
金
額
が
30
万
円
を

　

超
え
る
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
無
い
も
の
ま
た
は
汚
れ
な

　

ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

・
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た

　

も
の

○
納
付
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
に
伴
い
、
納
付
書

が
１
枚
ご
と
（
つ
づ
ら
れ
て
い
な
い
状
態
）

に
な
り
ま
す
。
納
付
の
際
に
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
納
期
限
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課
（
税
務
）、
住
民
課
（
国
保
）、
施

　

設
整
備
課

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

　

村
で
は
、
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
の
金
剛

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
お
よ
び
香
楠
荘
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
１
月
20
日
の
村
議
会
臨
時
会

で
可
決
さ
れ
た
新
た
な
指
定
管
理
者
で
あ
る

信
越
索
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
株
）
と
現
在
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
施
設
の
計
画
的
な

整
備
工
事
な
ど
安
全
な
管
理
運
営
が
適
正
か

つ
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
、
４
月
１
日
か

ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
運
賃
改
正
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　　分 現行運賃 新運賃（案）

大人
往復 1,340 円 1,420 円

片道   720 円   750 円

小人
往復   670 円   700 円

片道   360 円   390 円

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠

荘
の
管
理
者
が
変
わ
り
ま
す

◆
一
般
書

白
蓮
の
阿
修
羅　
　
　
　
（
篠
綾
子
）

薄
情　
　
　
　
　
　
　
（
絲
山
秋
子
）

江
ノ
島
西
浦
写
真
館　
　
（
三
上
延
）

言
い
訳
だ
ら
け
の
人
生
（
平
安
寿
子
）

蛮
政
の
秋　
　
　
　
　
（
堂
場
瞬
一
）

優
し
い
言
葉　
　
　
　
（
群
よ
う
こ
）

終
の
日
ま
で
の　
　
　
　
（
森
浩
美
）

ト
ラ
イ
ア
ン
フ　
　
（
悠
木
シ
ュ
ン
）

君
に
伝
え
た
い
こ
と　
　
（
姜
尚
中
）

は
だ
れ
雪　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

当
確
師　
　
　
　
　
　
　
（
真
山
仁
）

た
ん
ぽ
ぽ
団
地　
　
　
　
（
重
松
清
）

お
伊
勢
ま
い
り　
　
　
（
平
岩
弓
枝
）

坂
の
途
中
の
家　
　
　
（
角
田
光
代
）

獅
子
吼　
　
　
　
　
　
（
浅
田
次
郎
）

マ
マ
が
や
っ
た　
　
　
（
井
上
荒
野
）

モ
ナ
ド
の
領
域　
　
　
（
筒
井
康
隆
）

わ
た
し
の
宝
石　
　
　
（
朱
川
湊
人
）

一
〇
三
歳
、
ひ
と
り
で
生
き
る
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
田
桃
紅
）

夫
も
や
せ
る
お
か
ず
作
り
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
澤
英
子
）

◆
児
童
書

ひ
つ
じ
の
王
さ
ま　
　
（
タ
レ
ッ
ク
）

お
や
す
み
な
さ
い　

く
ま
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
キ
ャ
リ
ー
）

世
界
で
い
ち
ば
ん

      

貧
し
い
大
統
領
か
ら
き
み
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
ホ
セ
・
ム
ピ
カ
）

ロープウェイの運賃改正（案）
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車種区分 現行 新税率

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

90cc 以下 1,200 円 2,000 円

125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
農耕用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

被けん引車 2,400 円 3,600 円

軽二輪 2,400 円 3,600 円

小型二輪 4,000 円 6,000 円

車種区分
平成 27 年３月 31 日まで

に新規登録した車両
平成 27 年４月１日以降に

新規登録した車両
最初の新規検査から
13 年を経過した車両

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上

乗用
自家用 7,200 円 １万 800 円 1 万 2,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

車種区分 ① ② ③

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上

乗用
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物用
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

①平成 21 年排出ガス基準 10％低減の電気・天然ガス軽自動車
②平成 17 年排出ガス基準 75％低減かつ、乗用は平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車、貨物用は平成 27 年
　度燃費基準＋ 35％達成車
③平成 17 年排出ガス基準 75％低減かつ、乗用は平成 32 年度燃費基準達成車、貨物用は平成 27 年度燃費
　基準＋ 15％達成車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ〉総務課（税務）

○平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日までに最初の新規検査を受けた三輪および四輪の軽自動
　車（新車に限る）で、次の条件を満たす車両は、グリーン化特例（軽減税率）が適用されます。

○三輪および四輪の軽自動車については、最初の新規検査年月日によって次のとおり税率が適用されま
　す。
　また、平成 28 年度より、グリーン化を進める観点から、最初の新規検査から 13 年を経過した車両

　について、重課税率が適用されます。

※「最初の新規検査」の年月は、自動車検査証の「初度検査年月」欄で確認できます。

国の税制改正により、平成 28 年度から原動機付自転車などに新税率が適用されます。
税率は次のとおりです。

軽自動車税の税率が変わります
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税

富
田
林
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
申
告
と
納
税
は
、
お
早
め
に
！
～

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
お
よ
び
名
義

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

消
費
者
相
談

総
合
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�

　

税
務
職
員
に
よ
る
納
税
相
談
を
行
い
ま

す
。
平
日
お
忙
し
い
人
は
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

役
場
１
階
総
務
課
（
税
務
）

内
容　

納
税
に
関
す
る
相
談

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
（
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

棄
、
譲
渡
、
紛
失
お
よ
び
盗
難
な
ど
で
、
す

で
に
車
両
本
体
が
な
い
場
合
で
も
、
廃
車
の

手
続
き
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

転
出
や
婚
姻
な
ど
で
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
住
所
変
更
あ
る
い
は

名
義
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
警
察
署
の
届
出
と
と
も
に
、
廃
車
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

労 

働 

相 

談

　

お
金
を
出
し
て
購
入
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
も

有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

通
販
サ
イ
ト
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
ま
し
た
。
購
入

完
了
画
面
に
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
が
１
年

間
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
金
を
支

払
っ
て
購
入
し
て
い
る
の
に
有
効
期
限
が
あ

る
の
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
購
入
し
た
ポ
イ

働
基
準
監
督
署
内
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

○
「
総
合
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
平
日
午

　

前
９
時
～
午
後
６
時
）

　

①
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）

　
　

☎
０
１
２
０
（
９
３
９
）
０
０
９

　
　

※
府
内
の
固
定
電
話
か
ら
可
（
携
帯
電

　
　
　

話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
は
不
可
）。

　

②
府
外
・
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
は

　
　

☎
06
（
７
６
６
０
）
０
０
７
２

　

な
お
、
府
内
13
か
所
の
各
労
働
基
準
監
督

署
内
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
来

庁
・
電
話
に
よ
り
相
談
を
受
け
て
い
ま
す（
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
７
２
（
９
５
６
）
７
１
６
１

　

大
阪
労
働
局
で
は
、
解
雇
、
労
働
条
件
な

ど
の
労
働
相
談
を
、
労
働
局
や
府
内
の
各
労

日
曜
納
税
相
談

ン
ト
に
有
効
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

お
金
を
支
払
っ
て
購
入
し
た
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
業
者
が
自
由
に
有
効

期
限
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

商
品
券
、
ギ
フ
ト
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
お
金
を
支

払
っ
て
、
実
際
に
買
い
物
を
す
る
と
き
に
決

済
す
る
仕
組
み
を
「
前
払
式
支
払
手
段
」
と

言
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
お
金

を
支
払
っ
て
購
入
す
る
「
ポ
イ
ン
ト
」
で

あ
っ
て
も
、
有
効
期
限
が
６
か
月
を
超
え
て

い
れ
ば
、「
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
資

金
決
済
法
）」
の
適
用
を
受
け
る
場
合
が
あ

り
、
事
業
者
は
有
効
期
限
を
自
由
に
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
有
効
期
限
の
表
示

に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
消
費

者
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る

と「
前
払
式
支
払
手
段
に
関
す
る
内
閣
府
令
」

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
お
金
を
支
払
っ
て
購
入
し
た
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
て
も
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す
る
際
は
、
有
効
期

限
や
利
用
条
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
必
要

な
時
に
必
要
な
分
だ
け
購
入
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
�
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）
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医
療
機
関
で
は
日
常
さ
ま
ざ
ま
な
薬
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
適
な
薬
を
処
方
す
る
こ

と
は
治
療
の
重
要
な
柱
と
も
い
え
ま
す
。
そ

の
一
方
で
薬
の
飲
み
忘
れ
な
ど
が
原
因
で
、

せ
っ
か
く
処
方
さ
れ
た
の
に
ム
ダ
に
な
っ
て

し
ま
う
薬
の
額
は
年
間
５
０
０
億
円
に
も
達

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
薬
の
中

で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
な
じ
み
の

あ
る
、
口
か
ら
飲
む
薬
に
つ
い
て
、
気
を
つ

け
た
い
点
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

口
か
ら
入
っ
た
薬
は
胃
や
腸
か
ら
吸
収
さ

れ
、
血
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
全
身
を
巡
り
、

目
的
と
な
る
臓
器
で
そ
の
効
き
目
を
発
揮
し

ま
す
。
薬
は
い
つ
ま
で
も
体
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
が
て
肝
臓
で
壊
さ

れ
て
腎
臓
か
ら
尿
と
し
て
、
一
部
は
便
と
し

て
体
の
外
へ
排
泄
さ
れ
ま
す
。
薬
が
そ
の
効

き
目
を
保
つ
た
め
に
は
血
液
の
中
に
あ
る
程

度
の
量
が
必
要
な
の
で
、
い
つ
も
決
ま
っ
た

量
の
薬
を
飲
ん
で
補
充
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
肝
臓
で
す
ぐ
に
壊
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
薬
だ
と
１
日
に
何
回
か
飲
む
必
要
が

出
て
き
ま
す
。
本
来
薬
の
飲
む
量
、
回
数
は

そ
の
薬
が
も
っ
と
も
効
果
が
で
る
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲
む
量
が
多
け
れ
ば
薬

が
か
え
っ
て
有
害
な
働
き
を
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
飲
み
忘
れ
た
か
ら
次

の
日
に
２
日
分
飲
む
な
ど
、
自
分
で
飲
み
方
を

変
え
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
や
め
た
い
も
の
で

す
。

　

多
く
の
薬
は
食
後
に
飲
む
よ
う
に
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
部
の
糖
尿
病
の
薬
な
ど
は
食

前
で
胃
が
空
っ
ぽ
の
状
態
で
飲
ま
な
い
と
効
果

が
期
待
で
き
な
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
薬
は
十
分
な
量
の
水
か
白
湯
で
飲
む
の
が

原
則
で
す
。

　

薬
が
何
種
類
も
処
方
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
飲
み
方
や
個
数
が
バ
ラ
バ
ラ
で
ま
ち
が
い
や

す
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
市
販
の

薬
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
管
理
す
る
の

も
良
い
方
法
で
す
し
、
１
回
に
飲
む
薬
ご
と
に

小
分
け
に
し
た
状
態
に
し
て
か
ら
処
方
し
て
も

ら
う
の
も
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
仕
事
の

関
係
な
ど
で
ど
う
し
て
も
決
ま
っ
た
時
間
に
薬

が
飲
め
な
い
と
い
っ
た
場
合
も
遠
慮
せ
ず
医
師

に
薬
や
飲
み
方
の
変
更
を
相
談
し
て
も
ら
う
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

薬
の
副
作
用
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
出
さ
れ

た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
ま
な
い
患
者
さ
ん
は
結
構

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
薬
で
も
副
作
用
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
早
め
に
そ
の
薬
を
中
断
す
れ
ば
大
事
に
至
り

ま
せ
ん
。
薬
を
飲
む
こ
と
へ
の
不
安
が
あ
れ
ば

ま
ず
は
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
安
心
し

て
速
や
か
に
治
療
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

お
く
す
り
、
正
し
く
飲
め
て
い
ま
す
か
？

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
医
師
　
大
澤 

佳
代

健　
　

康

大
腸
が
ん
検
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

　

日
本
人
の
大
腸
が
ん
罹
患
率
は
年
々
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
自
分
で
は
気
が
付
か
な
い
う

ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
が
ん
の
ひ
と
つ
で

す
。
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
年

に
１
回
の
大
腸
が
ん
検
診
が
必
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
便
潜
血
検
査

に
よ
り
、
腸
か
ら
の
出
血
の
有
無
を
調
べ
る

も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　

村
で
は
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
無

料
で
個
別
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
な
お
、
す
で
に
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
11
日
（
金
）
ま
で

実
施
医
療
機
関　

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
・
千
早
診
療
所
）・
植
田
診
療
所

の
３
か
所

内
容　

問
診
・
便
潜
血
検
査

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

交 

通 

安 

全

　

４
月
６
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
金
）
ま
で

の
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
先
駆
け

て
、運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
千
早
小
吹
台
小
学
校
体
育
館

日
時　

３
月
28
日
（
月
）

　
　
　

午
後
７
時
受
付

　
　
　

午
後
７
時
30
分
開
始

○
く
す
の
き
ホ
ー
ル
会
議
室

日
時　

３
月
29
日
（
火
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
受
付

　
　
　

午
後
７
時
開
始

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

消　
　

防

「
無
防
備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ
」

　

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
月
）
ま
で
、

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
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や
す
い
こ
の
時
期
に
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者

の
発
生
を
防
ぎ
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
防
止
対

策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防

　

課　

☎
�
１
１
２
４

春
休
み
映
画
会

催　
　

し

『
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス
』（
上
映
時
間　

１
０
２
分
）

　

か
け
が
え
の
な
い
絆
と
限
り
な
い
勇
気
を

描
い
た
、
感
動
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

定
員　

各
40
人
（
申
し
込
み
不
要
）

費
用　

無
料

○
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階　

会
議
室

日
時　

３
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
～

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

日
時　

３
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時
～

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
は
、
駐
車
場
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

★
で
き
る
だ
け
早
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
妊
娠
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
母
子
健
康
手
帳
」
と
「
妊
婦
健

康
診
査
受
診
券
（
母
体
や
胎
児
の
健

康
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
健
診

を
受
診
で
き
る
受
診
券
。
上
限
額

11
万
６
８
４
０
円
）」
な
ど
を
お
渡
し

し
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

★
妊
娠
中
は
身
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
特
に
気
が

か
り
な
こ
と
が
な
く
て
も
、
健
診
を
受

け
ず
に
出
産
す
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
も
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
非

常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

　

定
期
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
相
談
や
家
庭
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
心
配
事
が
あ

る
と
き
に
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

★
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
中
の
過

ご
し
方
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人
の
妊
婦

体
験
、
出
産
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
過
ご

し
方
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
た
沐
浴

実
習
な
ど
、
妊
婦
（
両
親
）
教
室
も
随

時
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら

いずれか１点
個人番号カードまたはその写し（番号側）

個人番号通知カードまたはその写し

個人番号が記載された住民票の写し

個人番号が記載された住民票記載事項証明書またはその写し

写真なし公的証明の場合は２点必要
健康保険証

本人名義の預貯金通帳

その他写真なし公的証明

いずれか１点

個人番号カード

個人番号通知カード

個人番号が記載された住民票の写し

個人番号が記載された住民票記載事項証明書

写真なし公的証明の場合は２点必要

健康保険証

本人名義の預貯金通帳

そのその他写真なし公的証明

写真付き公的証明の場合はいずれか１点

個人番号カード

運転免許証

パスポート

その他写真付き公的証明

写真付き公的証明の場合はいずれか１点

個人番号カード（写真側のみ）

運転免許証

パスポート

その他写真付き公的証明

〈問い合わせ〉健康福祉課（健康）

□妊婦さんの個人番号確認

□代理人の本人確認（以下のどちらか）

□妊婦さんの本人確認（以下のどちらか）

□委任状（用紙は保健センター窓口配布、または、村ホーム
ページから検索・ダウンロードできます。同じ内容
であればご自身で作成したものでも構いません）

～妊娠届出時に必要なもの～
　平成 28 年 1 月 1 日からマイナンバー制度の施行に伴い、妊娠の届出の際に、個人番号（マイナンバー）
の記載とそれに伴う本人確認が必要となりました。

□妊婦さんの個人番号確認

　

妊
婦
さ
ん
ご
自
身
が
来
ら
れ
る
場
合

代
理
人
が
来
ら
れ
る
場
合 
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３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です３月は「自殺対策強化月間」です
　自殺で亡くなる人の数は、全国で年間２万５千人前後となっており、大阪府でも約 1,400
人の人が亡くなっています。
　自殺は、さまざまな要因が複雑に関係して、「その多くが追い込まれた末の死」であり、「そ
の多くが防ぐことができる社会的な問題」であると言われています。
　さまざまな悩みを抱えている人は、一人で悩まず、専門の相談機関にご相談ください。
　また、身近な人の悩みに気づいたら、温かく寄り添いながら、悩みに耳を傾け、専門家へ
の相談をすすめ、じっくりと見守りましょう。

☎０５７０（０６４）５５６

　３月１日（火）午前９時 30 分から 31 日（木）午後 5 時までは 24 時間体制で相談を受け付けます。
　なお、一部のＩＰ電話などからは接続できません。

■大阪府こころの健康総合センター（こころの電話相談）………
　平日／午前９時 30 分～午後５時
■大阪府富田林保健所の精神保健福祉相談…………………………
　平日／午前 9 時～午後５時 45 分
■千早赤阪村の健康相談 ( 保健センター保健師 )…………………
　平日／午前９時～午後５時 30 分

■わかぼちダイヤル（わかものハートぼちぼちダイヤル）………
　水曜日／午前９時 30 分～午後５時

■「自殺予防いのちの電話」…………………………………………
　毎月１０日／午前８時～翌日午前８時　（24 時間）　　　

■関西いのちの電話……………………………………………………
　24 時間、３６５日 
■大阪自殺防止センター………………………………………………
　金曜日午後１時～日曜日午後 10 時（57 時間）
■こころの救急箱………………………………………………………
　月曜日午後８時～火曜日午前３時（7 時間）

■大阪府債務整理サポートプラザ（借金の悩み相談室） …………
　平日／午前９時～午後６時（受付は午後５時 30 分まで）
■千早赤阪村の弁護士相談【予約制・無料・来所】………………
　〈予約・問い合わせ〉保健センター
　平日／午前９時～午後５時 30 分

　大切な人を自死（自殺）で亡くされた人のために、来所相談を実施しています。
　大阪府こころの健康総合センターの専門相談員が、ご遺族の相談に応じます。
　お電話の際には、「自死遺族相談」とお伝えください。

☎０６（６６０７）８８１４

☎０６（６６０７）８８１４

☎０６（６３０９）１１２１

☎０６（６２６０）４３４３

☎０６（６９４２）９０９０

☎０６（６２１０）９５１２

☎72００６９

☎０６（６６９１）２８１８

☎０１２０（７３８）５５６

☎㉓２６８１

☎72００６９

若者専用電話相談 （40歳未満の人対象）

　〈予約・問い合わせ〉大阪府こころの健康総合センター………
　平日／午前 9 時～午後５時 45 分

QR コード対応のカメラ付き携帯電話から
さまざまな相談機関の情報にアクセスでき
ます

……………



9

　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の
保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

 3 月の予定　（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

1 火
午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム

（雨天中止）8 火
9 水 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

15 火 ★ 午前 10 時～
フラワーアレンジメント教室

定員　５組（先着）

費用　材料費 1,000 円

18 金 ★ 午前 10 時～ 10 時 30 分 げんき親子体操

24 木 午前 10 時 30 分～ 写真立て作り

29 火 ★ 午前 10 時～ 10 時 30 分 げんき親子体操
今月の一押し
　写真立て作り　　可愛い写真立てを親子で一緒に作ります。お気に入りの写真を持参ください。
のびのびげんきひろば 
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子
でのびのびしましょう。 
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分 
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。 
日時　毎週月～金曜日 
　　　午前９時～午後３時

園庭開放 　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
 ・電話相談（毎週月～金曜日） 午前９時～午後３時
 ・面接相談★

備考　★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師な
　　　　どの都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子
　　　　育て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎� 7868

地域子育て支援センターの催し

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
、
村
立
小
・
中

学
校
を
通
じ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
る
原
因
の
多
く
は
、「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
万
一
火
災
が
発
生
し
て
も
早

期
発
見
・
避
難
に
つ
な
が
り
、皆
さ
ん
の
大
切
な
「
い

の
ち
」
を
守
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
に
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
村
内

の
全
世
帯
に
１
個
ず
つ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
配

付
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て

の
寝
室
と
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段

部
分
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
は
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
家
庭
は
「
い

ざ
」
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
や
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
�
１
１
２
４

問　条例により住宅用火災警報器の設置が義
務付けられている住宅の部分すべてに住宅用
火災警報器が設置されていますか。

もう取り付けましたか？住宅用火災警報器

③設置していない

②一部設置している

①設置している

①
37％

②
33％

③
30％
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人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
た
い
方
々
　

恩
知　

忠
司

　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

先
日
の
東
京
出
張
で
、
あ
る
新
聞
社
が
主
催
す

る
主
権
者
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
権
者
教
育
は
、
公
職
選
挙
法
等
改
正
法
の
成

立
（
平
成
27
年
６
月
）
に
よ
り
、
選
挙
権
が
満
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
一

躍
注
目
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
と
総
務

省
は
高
校
生
向
け
に
副
教
材
を
作
成
し
、
昨
年
末

ま
で
に
全
国
す
べ
て
の
高
校
生
に
配
布
し
ま
し

た
。
仮
に
、
今
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
選

挙
時
点
で
18
歳
に
な
っ
て
い
る
人
、
つ
ま
り
、
今

の
高
校
２
年
生
の
中
に
も
有
権
者
と
な
る
人
が
い

る
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
背
景
も
あ
り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
学
校
の
先
生
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。
尋
ね
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雰
囲

気
か
ら
そ
う
い
う
気
が
し
た
の
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
あ
る
大
学
の
先
生
が

政
治
教
育
の
中
立
性
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
の
例
を
引

い
て
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
分
か
り
や
す

い
講
義
で
、
難
し
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
教
え

る
、
ま
さ
に
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

お
話
で
し
た
。

　

そ
し
て
次
に
、
あ
る
地
方
都
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
勤
め
る
30
歳
代
の
職
員
が
登
壇
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
都
市
で
は
、
若
者
の
投
票
率
の
上
昇
を

め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
独
自
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
最

近
の
選
挙
で
は
、
全
体
の
投
票
率
が
低
下
し
て
い

る
中
、
20
歳
代
の
投
票
率
だ
け
が
上
が
っ
た
そ
う

で
す
。
い
か
に
し
て
若
者
の
投
票
行
動
を
喚
起
し

た
か
、彼
の
口
か
ら
出
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
れ
も
、

柔
軟
な
発
想
力
と
行
動
力
、「
何
で
も
や
っ
て
み

よ
う
！
」
精
神
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
彼

は
こ
の
都
市
の
宝
物
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
、
若

者
の
投
票
率
の
向
上
、
主
権
者
教
育
に
関
す
る
啓

発
活
動
、
学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
20
歳
代
の
男
性
が
登
場
し
ま
し
た
。
総
務

省
の
18
歳
選
挙
権
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
登
場
し

た
り
、
参
議
院
で
の
議
論
に
際
し
て
参
考
人
質
疑

に
立
っ
た
り
し
て
い
て
、
そ
の
道
で
は
、
よ
く
知

ら
れ
た
人
物
の
よ
う
で
す
。

　

最
初
、
彼
は
参
加
者
の
年
齢
層
の
高
さ
と
何
と

な
く
ノ
リ
の
悪
そ
う
な
堅
い
雰
囲
気
に
、
こ
の
人

た
ち
相
手
で
は
用
意
し
た
ジ
ョ
ー
ク
も
受
け
な
い

の
で
は
な
い
か
‥
と
戸
惑
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

が
、
そ
こ
は
出
前
授
業
で
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
は
、
た
く
さ
ん
の
大
人
を
手
玉
に
と
っ

て
、
６
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
見
事
に
や

り
遂
げ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
大
人
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
普
通
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
や

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
誰
も
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
。

皆
、
講
演
者
の
あ
り
が
た
い
話
を
聞
き
に
来
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
ア
ウ
ェ
ー
の
状
況
で
、

１
０
０
人
近
く
の
自
分
よ
り
年
上
の
大
人
を
相
手

に
、
し
か
も
、
教
え
る
プ
ロ
で
あ
る
学
校
の
先
生

が
多
く
い
る
中
で
、
彼
は
、
理
想
の
公
園
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
、
政
治
や
行
政
の
民
主
的
な
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
参
加
者
に
実
体
験
さ
せ
た
の
で

す
。
凄
い
力
で
す
。
逞
し
い
姿
で
し
た
。

　

私
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
二
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
成
熟
し
た
大
人
モ
デ
ル
＝
大
学
の
先
生

で
す
。
こ
の
大
学
の
先
生
に
と
っ
て
は
、
ご
自
分

の
専
門
分
野
を
与
え
ら
れ
た
30
分
で
た
だ
話
し
た

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
難
し
い
こ
と

（
だ
が
、
主
体
的
に
社
会
参
加
す
る
た
め
に
は
き

ち
ん
と
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
）
を
分
か
り
や
す

く
、
し
か
も
、
お
話
の
テ
ー
マ
そ
の
ま
ま
に
中
立

性
を
持
っ
て
説
明
し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
今
の
世

の
中
で
と
て
も
貴
重
な
存
在
で
す
。
こ
の
先
生
の

話
を
聞
き
、
最
近
は
、
そ
の
影
響
力
も
顧
み
ず
、

ご
自
分
の
考
え
を
あ
た
か
も
定
説
の
よ
う
に
意
気

揚
々
と
語
る
リ
ベ
ラ
ル
な
学
者
さ
ん
が
多
い
な
あ

～
と
ふ
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
瑞
々
し
い
大
人
モ
デ
ル
＝
若
い
２

人
の
登
壇
者
で
す
。本
当
に
頼
も
し
い
の
一
言
で
、

い
わ
ゆ
る
、「
ゆ
と
り
教
育
」
以
降
、
日
本
の
教

育
が
求
め
て
き
た
も
の
は
、
ま
さ
に
彼
ら
が
い
ま

自
分
の
職
場
や
持
ち
場
で
発
揮
し
よ
う
と
し
て
い

る
力
や
態
度
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

見
習
う
べ
き
大
人
と
有
為
な
若
者
の
姿
を
見
て

満
ち
足
り
た
気
持
ち
で
会
場
を
あ
と
に
し
た
私
で

し
た
。

そ
の
他
の　お

知
ら
せ

「
統
計
の
日
（
10
月
18
日
）」

の
標
語
募
集

　

総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調
査
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
「
統
計
の
日
（
10
月
18
日
）」
を
定
め
、

広
報
活
動
に
活
用
す
る
た
め
の
標
語
を
毎
年

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
作
品
は
「
統
計
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー

の
ほ
か
、
調
査
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
各

種
広
報
に
活
用
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

募
集
部
門

①
小
学
生
の
部　

小
学
校
の
児
童

②
中
学
生
の
部　

中
学
校
の
生
徒

③
高
校
生
の
部　

高
等
学
校
の
生
徒

④
一
般
の
部

　

①
～
③
以
外
の
学
生
お
よ
び
一
般
の
人

⑤
統
計
調
査
員
の
部

　

統
計
調
査
員
ま
た
は
登
録
調
査
員
の
人

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
で
、
１
人
５
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行
政
書
士
無
料
相
談（
予
約
制
）

作
品
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
用
紙
以
外
で
応
募
す
る
場
合
は
、
①

部
門
②
都
道
府
県
名
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
所
属
・
学
校
名
（
学
年
）
⑤
電
話
番
号
⑥

標
語
（
１
人
５
作
品
ま
で
）
を
明
記
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
の
部
は
、
④
は
記
載
不
要

※
統
計
調
査
員
の
部
は
、
④
は
「
○
○
市
町

　

村
統
計
調
査
員
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に

　

限
り
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
統
計
調
査
員
の
部
で
、
千
早
赤
阪
村
に
登

　

録
し
て
い
る
人
は
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

提
出
先

○
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の

　

部
、
一
般
の
部

　

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル　

toukeinohi@
soum

u.go.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03
（
５
２
７
３
）
１
１
８
１

郵
送　

〒
１
６
２
‐
８
６
６
８　

東
京
都
新

宿
区
若
松
町
19
‐
１　

総
務
省
政
策
統
括
官

付
統
計
企
画
管
理
官
室
普
及
指
導
担
当　

宛

○
統
計
調
査
員
の
部

　

所
属
す
る
都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
の

統
計
主
管
課
（
千
早
赤
阪
村
に
登
録
し
て
い

る
人
は
総
務
課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

備
考　

入
選
作
品
は
部
門
ご
と
に
佳
作
２
作

品
程
度
、
そ
の
う
ち
特
に
優
秀
な
作
品
と
し

て
特
選
１
点
を
決
定
し
、
６
月
（
予
定
）
に

発
表
し
ま
す
。

　

入
選
し
た
場
合
、
ご
本
人
（
ま
た
は
応
募
作

品
取
り
ま
と
め
部
署
な
ど
）
に
連
絡
す
る
と

と
も
に
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
な
ど
に
お
い
て
、
作
品
、
名
前
、
所
属
・
学

校
名（
学
年
）、都
道
府
県
名
を
発
表
し
ま
す
。

　

入
選
者
に
は
表
彰
状
お
よ
び
副
賞
を
授
与

し
ま
す
。

　

入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
総
務
省
に
帰
属

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
省
政
策
統
括
官
付
統

　

計
企
画
管
理
官
室
普
及
指
導
担
当

　

☎
03
（
５
２
７
３
）
１
１
４
４
（
直
通
）

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.soum

u.go.jp/toukei_

　

toukatsu/info/guide/02toukatsu01_

　

03000157.htm
l

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
辻
元　

光
男
（
千
早
１
０
０
９
‐
甲
）

　

５
万
円

　

亡
母　

キ
ミ
ヱ
氏
の
供
養
と
し
て

◎
尾
谷　

誠
基
（
吉
年
２
５
３
甲
）

　

10
万
円

　

亡
母　

文
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
新
田　

啓
（
二
河
原
邊
１
３
７
の
１
）

　

10
万
円

　

亡
父　

道
夫
氏
の
供
養
と
し
て

◎
堀　

英
俊
（
桐
山
５
８
９
）

　

２
万
円

　

亡
父　

恒
氏
の
供
養
と
し
て

◎
吉
田　

カ
ヅ
子
（
東
阪
２
２
１
‐
４
）

　

１
万
円

　

亡
夫　

光
男
氏
の
供
養
と
し
て

◎
建
石　

和
則
（
森
屋
３
５
３
）

　

10
万
円

　

亡
母　

壽
子
氏
の
供
養
と
し
て

◎
赤
阪　

正
人
（
森
屋
２
１
４
‐
３
）

　

５
万
円

　

亡
父　

清
治
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会
内
）　

☎
�
０
２
９
４

講
演
会
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
考
え
る
」

日
時　

３
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人

費
用　

５
０
０
円

講
師　

和
泉
大
樹
氏
（
阪
南
大
学
准
教
授
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村

　

立
郷
土
資
料
館　

☎
�
１
５
８
８

日
時　

３
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
キ
ッ
ク
ス
（
河
内
長
野

　
　
　

市
昭
栄
町
７
番
１
号
）
３
階

内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
交

　
　
　

通
事
故
、
法
人
設
立
、
契
約
・
内
容

　
　
　

証
明
、
各
種
許
認
可
な
ど
の
相
談

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部　

山
下

　

☎
�
８
０
１
６

寄
附
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第
30
回
千
早
赤
阪
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
５
回
千
早
赤
阪
村
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

自
衛
官
募
集

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

日
高
容
子
水
彩
画
展

タ
ブ
ロ
ー
「
イ
メ
ー
ジ
ｙ
ｏ
ｃ
ｏ
」

　

日
高
容
子
は
響
き
あ
う
色
と
柔
ら
か
い

フ
ォ
ル
ム
で
絵
画
世
界
を
つ
く
り
ま
す
。
春

そ
の
も
の
の
水
彩
画
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
27
日
（
日
）
ま
で
の
金
、土
、日
、

　
　
　

祝
日

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８
‐
５
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w

w
.sinrin.org/foresta/

日
時　

４
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
６
分
開
始

場
所　

グ
ロ
ワ
ー
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

費
用

・
プ
レ
ー
費　

９
０
８
０
円
（
昼
食
付
）

※
キ
ャ
デ
ィ
な
し

・
参
加
費　

３
千
円

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

次
の
各
地
区
担
当
者

　

小
吹
台　

豊
田　

吉
久　

☎
�
７
０
０
６

　

中
津
原　

谷
口　

重
夫　

☎
�
１
２
４
７

　

小　

吹　

栢
木　

茂
晃　

☎
�
０
７
０
５

　

桐　

山　

高
塚　

雅
紀　

☎
�
７
０
０
２

　

東　

阪　

大
橋　

英
夫　

☎
�
１
９
２
９

　

千　

早　

豊
田　

義
明　

☎
�
０
１
９
０

　

森　

屋　

林　
　
　

進　

☎
�
１
０
５
４

日
程　

４
月
10
日
（
日
）

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

対
象　

16
歳
以
上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者

※
個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

費
用　

１
人
３
０
０
円

受
付　

３
月
１
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
村
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
連
盟　

武
部　

☎
�
１
４
７
２

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
程　

４
月
３
日
（
日
）・
10
日
（
日
）

※
予
備
日　

４
月
17
日
（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場

対
象　

16
歳
以
上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者
で

　
　
　

構
成
す
る
チ
ー
ム

費
用　

１
チ
ー
ム
３
千
円

受
付　

３
月
１
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）

○
抽
選
会

日
時　

３
月
19
日
（
土
）
午
後
７
時
～

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
村
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
連
盟
理
事
長　

尾
谷　

☎
�
０
６
３
０

日
時　

５
月
15
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

楠
公
誕
生
地
前
広
場

※
入
場
料
・
駐
車
場
は
無
料
で
す
。

※
雨
天
決
行

 
出
店
募
集

区
画
数　

50
区
画
（
先
着
順
）

区
画
の
大
き
さ　

３
ｍ
×
２
ｍ

費
用　

一
区
画
に
つ
き
２
千
円

　
　
　
（
当
日
、
現
金
支
払
い
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
13
日

　

将
来
の
自
衛
隊
を
担
う
幹
部
自
衛
官
を
養

成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

・
大
卒
程
度
試
験

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

の
者

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込

　

含
）、
修
士
課
程
修
了
者
な
ど
は
28
歳
未

（
金
）

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
載

の
上
、
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
受
理
お
よ
び
参
加
要
項
な
ど
に
つ

い
て
は
返
信
連
絡
し
ま
す
。

※
メ
ー
ル
申
し
込
み
が
不
可
の
場
合
は
電
話

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

 

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

当
日
ま
で
の
準
備
、
開
催
、
運
営
を
一
緒
に

や
り
ま
せ
ん
か
？

　

興
味
の
あ
る
人
は
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉事
務
局　

Ｃ
・
Ａ
・
Ｖ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表　

山
本　

良
平

　

☎
０
９
０
（
４
３
０
３
）
８
３
２
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

yam
am

oto1982119@
gm

ail.com

日
時　

３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分　

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室　

定
員　

50
人　

費
用　

無
料 　

講
師　

村
田
孝
司
氏

（
村
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）
代
表
）　
〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
会
・
千
早
赤
阪
（
松
岡
）　

☎
�
１
８
４
１

講
演
会
「
豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
考
え
る
」
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花
の
文
化
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

満
・
院
卒
者
試
験

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
20
歳
以
上
28
歳
未
満

　

の
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

受
付
期
間

３
月
１
日
（
火
）
～
５
月
６
日
（
金
）

試
験
日
（
１
次
試
験
）

５
月
14
日
（
土
）
筆
記
試
験

５
月
15
日
（
日
）
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

※
15
日
（
日
）
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

身
分
・
待
遇
な
ど

・
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

・
昇
給
年
１
回
、
ボ
ー
ナ
ス
年
２
回
（
６
月
、

　

12
月
）

・
週
休
２
日
制
、
年
次
休
暇
な
ど
あ
り

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本

　

部
富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
�
３
７
９
９　

b
�
３
９
９
９

 

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ

　

日
本
有
数
の
大
規
模
な
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
が
見
ご
ろ
で
す
。
原
種
・
交
配

種
約
50
種
１
万
株
を
植
栽
。
木
立
の
下
で
色

と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
群
生
は
圧
巻
。
売
店

に
て
最
新
品
種
を
販
売
し
ま
す
。
３
月
上
旬

か
ら
４
月
上
旬
が
見
ご
ろ
で
す
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
と
花
の
草
花
展
」

日
程　

３
月
６
日
（
日
）
ま
で

場
所　

花
の
文
化
園　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

 

Ｆ
ｕ
ｌ
ｕ
ｌ
ｕ　

ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ

 

～
フ
ル
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
開
催

　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
シ
ェ
を
園
内
で
再
現
！

か
わ
い
い
移
動
販
売
車
や
、
お
し
ゃ
れ
な
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
雑
貨
、
グ
リ
ー
ン
、
フ
ー
ド
な
ど
ス
テ
キ

な
お
店
約
50
ブ
ー
ス
が
出
店
。

日
時　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
荒
天
中
止
（
延
期
な
し
）

場
所　

花
の
文
化
園　

芝
生
広
場

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
公

　

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

お
知
ら
せ

○
臨
時
開
園
お
よ
び
臨
時
休
園

・
臨
時
開
園

　

３
月
28
日
（
月
）・
５
月
２
日
（
月
）

・
臨
時
休
園

　

３
月
30
日
（
水
）・
31
日
（
木
）

○
４
月
か
ら
入
園
料
が
大
人
５
４
０
円
、
高

　

校
生
２
２
０
円
に
変
更
と
な
り
、
５
月
か

　

ら
開
園
時
間
が
午
前
９
時
30
分
に
変
更
し

　

ま
す
（
10
月
か
ら
２
月
は
午
前
10
時
開
園
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
立
花
の
文
化
園

　

☎
�
８
７
３
９

種　　　類 実施日 受付時間 備　　　　　　考

こころの健康相談 予約制
9:30 ～ 12:15
13:00 ～ 17:00

電話で問い合わせください。

エイズに関する相談
月～金

（祝日除く）
9:30 ～ 12:15
13:00 ～ 17:00

予約は不要
電話相談も可能

血液検査【エイズ・梅毒】
尿検査【クラミジア】

第１・３水曜日
（祝日除く）

13:30 ～ 14:30
予約は不要で、匿名での検査も可能
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が必要な場合あり

血液検査
【肝炎ウイルス検査】

第３水曜日
（祝日除く）

9:30 ～ 10:30 電話で予約必要

血液検査
【風しん抗体検査】

予約制
第１・３火曜日
（祝日除く）

10:00 ～ 11:00

（対象）・妊娠を希望する女性
　　　・妊娠を希望する女性の配偶者
　　　・妊娠している女性の配偶者  
※妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日

（祝日除く）
11:00 ～ 電話で問い合わせください。

飲用水・井戸水検査
毎週月曜日

（祝日の場合は翌日）
9:30 ～ 11:30

検査手数料が必要、電話で予約必要
予約先　藤井寺保健所 検査課☎ 072（952）6165

腸内細菌検査
寄生虫卵検査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

9:30 ～ 11:30 検査手数料が必要

医療機関に関する相談
月～金

（祝日を除く）
9:00 ～ 12:15
13:00 ～ 17:30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」「○○科のある病
院を教えて欲しい」など医療機関に関する相談を受けています。

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。★ホームページ　http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

富田林保健所からのお知らせ

富
田
林
保
健
所　

☎
�
２
６
８
１
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「明るい笑顔　幸せ家族」

　１月 25 日、大阪水道企業団と村の水道事業
の統合について、基本協定を締結しました。
　この協定の締結により、平成 29 年４月１日
から、村の水道事業は大阪広域水道企業団が運
営することになります。　

　２月７日、第 59 回南大阪駅伝競走大会が富
田林市のＰＬ教団敷地内で開催されました。
　村からは、混成の部に４チームが出場し、村
立中学校陸上部は１時間 17 分 56 秒のタイムで
部門７位でした。

第 59 回南大阪駅伝競走大会
水道事業の統合に関する
基本協定を締結しました

がんばりました

げんき保育園生活発表会

　公益社団法人食品容器環境美化協会の今年度の
環境美化教育優良校等表彰事業において、村立中
学校が優良校協会会長賞を受賞し、２月４日、表
彰状の伝達式が行われました。
　この表彰事業は環境美化教育に熱心に取り組
み、「公共の場所の美化」を実践し、地域の環境
美化に大きく寄与している小・中学校などを表彰
するもので、全国で最優秀校４校、優秀校６校、
優良校 30 校が選ばれ、大阪府内では村立中学校
だけが表彰されました。
　村立中学校では、美化委員を中心として毎週１
回昼休みに棚田の清掃活動を行っており、また毎
年 12 月には全校生徒による村内全域のクリーン
キャンペーンに長年取り組んでいます。

村立中学校が
環境美化教育優良校表彰

▲ 12 月に行われたクリーンキャンペーンの様子

　２月 14 日、くすのきホールでげんき保育園の
生活発表会が開催されました。
　オープニングは、３・４歳児によるダンス「ほ
しぞらカーニバル」で始まり、続いて各組ごとに
歌や合奏、音楽劇、和太鼓などが披露されると会
場に訪れたお父さんやお母さん、おじいちゃん、
おばあちゃんなどから、大きな拍手が響いていま
した。
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小吹台 おおなか　ゆづきちゃん
　　　　 （大仲　優月）
平成２６年４月１１日生まれ

２人仲良く、元気に育ってね☆
　　　　　　　　　　父・弘将さん　母・奈穂さん

・ 千早赤阪村について・・・
・ 千早赤阪村について・・・

青
春
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
292

・ 近況は・・・
　大学でパソコンや数学の勉強をしています。
・ 趣味は・・・
　バレーボールをすることです。
　友達と時々集まってバレーボールをしてい
ます。
・ 夢は・・・
　大学で教師になるための授業を受けていて、
数学の教師になることが夢です。
・ 最近、楽しいと思ったことは・・・
　毎年１月１日に家族と幼なじみの家族と初
詣に行っています。
　奈良の三輪明神へ行って、おみくじを引い
たら大吉でした。
・思い出のアルバムから・・・

東阪 谷　蓮さん

Tani      Ren

＜１９歳　てんびん座＞

・ 千早赤阪村について・・・
　この時期になると雪が降ってとてもき
れいです。
・ 次号は・・・
　中学校の同級生の東條礼奈さんです。
・ 東條さんへメッセージを・・・
　また、いつかみんなで集まってバレー
しましょう。　

　１月 18 日、法務省主催「第 63 回中学生人権作文コ
ンテスト」に、多数の応募があったことに対し、大阪
法務局富田林支局の人権擁護委員（写真右から清水委
員、西浦委員、田中委員）から村立中学校に感謝状が
伝達されました。
　この感謝状は、継続的に応募した学校の取り組みに
対して贈呈されたものです。

　２歳の時のクリスマスの写真です。
右が僕です。　

おおなか　はると
　　　　 （大仲　陽斗）　　　
平成２７年９月４日生まれ

くん

全国中学生人権作文
コンテストで感謝状



ご み 収 集

し 尿 収 集

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう。

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

 2016.3N
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人 の 動 き

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
まちづくり課

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
教育委員会事務局教育課

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課　☎� 0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）

河南町住民生活課☎�２５００
太子町住民人権グループ☎�５５１５
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

相 　 　 談
心 配 ご と 3 月 3 日（木）・ 4 月 7 日（木）

児 　 童 3 月 3 日（木）・ 4 月 7 日（木）

行 政 3 月 3 日（木）・ 4 月 7 日（木）

各地区ミゼット車 3 月 17 日（木）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉、
桐山、小吹、吉年 3 月 29 日（火）予定

千早、東阪、中津原 3 月 30 日（水）予定

も え る ご み
（火・金曜日）

3 月1 日（火）・        
4 日（金）・8 日（火）
11 日（金）・15 日（火）
18 日（金）・22 日（火）
25 日（金）・29 日（火）
 4 月1 日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

3 月 2 日（水）
4 月 6 日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

 3 月 10 日（木）
 24 日（木） 

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 3 月 17 日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） 3 月 23 日（水）

　　総人口　5,603 人（− 16）
 　　  男      2,665 人（−  9）
　　   女   　2,938 人（−  7）
　　世帯数　2,342 戸（−  5）
  1 月末日現在、（　）は対前月比

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科 
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎� 1333
富田林市向陽台１─ ３ ─ 38
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１─ ３ ─ 36
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓ 9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃ 7119 または☎ 06（6582）7119
24 時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃ 8000 または☎ 06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎ 06（6693）1199
24 時間対応（１年中）

「 こ ど も の 救 急 」 ホ ー ム ペ ー ジ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo-qq.jp/

・村国保診療所　水分 195-1（保健センター内）☎� 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時 30 分～６時 30 分
・村国保千早診療所　 千早 184-1　☎� 0240
　午後診   （火・金）　午後２時～４時

　　　健康診査&相談など

休日・夜間の医療機関など
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種　類 月　日 受　付 対　象

健
診

４か月児健康診査

3 月 23 日（水）

午後 1 時
　　　　 　〜 1 時 10 分 平成 27 年 10・11 月生

１歳児健康診査 午後 1 時 15 分
　　　　　 〜 1 時 25 分 平成 27 年 2・3 月生

広
場

のびのびげんきひろば 
（ａｉげんきの出張ひろば）

3 月 7 日 ･14 日 ･
28 日 ･4 月 4 日

（月） 
3 月 22 日（火）

午前 10 時
　　　　 〜 11 時 30 分

就学前の乳幼児と
　保護者

あかちゃん広場
（交流会・遊び・相談） 3 月 14 日（月） 午前 10 時

　　　　 ～ 11 時 30 分
0 ～ 1 歳ごろまでの 

 乳幼児と保護者

相
談

無料弁護士相談・ 
保健師こころの相談 3 月 11 日（金）

午後 2 時～
（要予約、１人 30 分程度）
　（初回の人優先）

（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題な
ど法律相談を希望する人 

（同日に身体やこころの相
談も行います）

保健師による健康相
談（電話・来庁） 3 月 22 日（火） 午前 10 時〜正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 3 月 25 日（金） 午後 1 時 30 分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を 
改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☎︎
�
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６
９

保
健
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ー

村国保診療所の診療時間について




